
Copyright© 2019 Legal Networks  

 

 
 
 
 
 
 
 

ニュースレター 
２０１９年７月号 
第 ６９ 

 

Legal Networks 
 

トピックス 

 
◆長時間労働者に対

する面接指導って？
-労働安全衛生法の
改正- 

 
◆労働時間の把握・
通知方法に関する Q
＆A 

 
 
◆今月の労務スケジュ
ール 

 

社会保険労務士事務所 

リーガルネットワークス 

 
〒１６０－００２２ 
東京都新宿区新宿１-３４

-１３第一貝塚ビル３０２号 

 

TEL:０３-６７０９-８９１９ 

 
http://www.kintaikan
rikenkyujo.jp 

社会保険労務士事務所リーガルネットワークスが毎月発信するニュースレターです。 

長時間労働やメンタルヘル

ス不調に対する社会的問題

意識の高まりもあり、健康リ

スクが高い状況にある社員

の早期発見のため、会社が

社員に実施する面接指導

（安全衛生法第６６条の８第

の１項）の要件の改正があ

りました。 

これまでの、会社が医師に

よる面接指導を実施しなけ

ればならないとされていた

社員の要件は、時間外・休

日労働時間が、１カ月あた

り１００時間を超え、かつ 

長時間労働者に対する面接指導って‽‽ -安全衛生法平成３１年４月- 
 

労働時間の把握・通知方法に関する Q＆A 

労働時間を把握しなけれ

ばいけない社員の範囲は？ 

、パートも含めすべての労

働者です。事業場外労働み

なし時間制の適用者、裁量

労働制の適用者、管理監督

者、高度プロフェッショナル

制社員も、上記面接指導の

対象であるという意味では

把握すべき者と言えます。

 

社員の労働時間の記録

はどのようにすればいいで

すか？ 

タイムカード、IC カード、

パソコンの使用時間の記録

等の客観的な方法で記録し

ます。（「労働時間の適正な把

握のために使用者が講ずべき

措置に関するガイドライン」に

疲労の蓄積が認められる者

でした。 

この対象が拡大され、時間

外・休日労働時間が、１カ月

あたり８０時間を超え、かつ

疲労の蓄積が認められる者

とされました。 

※面接指導を行うにあたって

は、この要件に該当する社員

の申出により行います。 

 

この改正にともなって、会社

は、時間外・休日労働時間

が１カ月あたり８０時間を 

超えた社員に対して、超え

た時間に関する情報を通知

しなければならないこととさ

れました。（安全衛生則第５

２条２） 

****************************** 

社員の健康面や、労働時間

の管理の重要性が、ますま

す会社に求められる時代と

なりました。 

まずは、貴社の労働時間把

握が適正かを見直すことか

らはじめてみましょう。↓↓ 

 

よる）インターネットの勤怠管

理システムは月途中の集計

値が確認できるのでさらに

便利です。 

労働時間を自己申告させ

る場合の留意点は？ 

自己申告させる場合に

は、社員・管理者に適正な

申告のための説明を十分に

行い、実態と報告が合致し

ているかの調査、合致して

いない場合は補正を行う必

要があります。また、申告で

きる時間に上限を設ける措

置等は行ってはいけませ

ん。 

長期出張などの場合を除

き、その日の労働時間の状

況を翌労働日までに申告さ

せるのがよいでしょう。 

社員に対する労働時間の

通知方法は？ 

月あたり８０時間を超えた

社員には書面等で超えた時

間を、そうでない場合にも労

働時間・時間外時間数を毎

月通知する必要があります。

給与明細に記載されている

場合には、これをもって通知

としても差し支えありません。 

 

7 月の労務スケジュール 
～7/31 6 月分社会保険料納付 

～7/10  労働保険年度更新 

7/1～7/10 算定基礎届の提出 

～7/10 6 月分源泉徴収税額・ 

住民税の納付 

 


